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進化を遂げたＤＤＨ 
ひゅうが 

技術開発官（船舶担当）付 
主任設計官（護衛艦） 

 
１等海佐 大迫 義谷 



Defense Technology Symposium 2011 

就役 １番艦契約 

技術 
試験 開  発 研  究 
実用 
試験 

搭載装備品の研究開発 

初 期 設 計 
 

・将来艦のフィジビリティスタディ 

艦船設計の位置づけ 

概算要目 
資料作成 

艦船設計 

造船所 

詳細設計・建造 

-9 -8 -7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 X +1 +2 +3 +4 -10 -11 -12 +5 +6 年度 

技術研究本部  技術開発官（船舶担当） 

基本計画 
基本設計 



項 目 ひゅうが はるな 

全   長 
(m) 

197.0 153.0 

最 大 幅 
(m) 

33.0 17.5 

深   さ 
(m) 

22 11 

喫水（常備） 
(m) 

7.0 5.2 

基準排水量 
(ton) 

13,950 4,950 

馬    力 
(ＰＳ) 

10万 7万 

速    力 
(kt) 

30 31 

航    空 
哨戒ﾍﾘ     ×3 
掃海・輸送ﾍﾘ×1   

哨戒ﾍﾘ×3 

 

従来のDDHと「ひゅうが」型との比較 



エレベータ 主船体内に格納庫 

外観上の進化 

第１甲板左舷側全通 

衛星通信用空中線 



高性能20ｍｍ機関砲 

垂直発射装置 

魚雷発射管 

射撃指揮装置 
（研究開発） 

水上艦用ソーナーシステム
（研究開発） 

主要兵装 



OQQ:艦船用・ソーナー・組合型（「海上自衛隊電子機器命名基準に関する通達」から） 

水上艦用ソーナーシステム概要 
（OQQ－２１） 



低高角全周捜索 

半球空間
全域捜索 

ミサイル 

武器管制 

目標追尾 

遠距離捜索 

射撃指揮装置概要 
（ＦＣＳ－３：Fire Control System） 



水上艦用ソーナー 

開発品を搭載し、試験を実施した 
試験艦「あすか」 

射撃指揮装置 



艦船設計（１/３） 

砕波雑音低減考慮（水上艦用ソーナーシステム） 

水平線上半球空間全域の視界考慮（射撃指揮装置） 



想定運用時の海象等考慮 

艦船設計（２/３） 

水線面考慮 

左右方向の 
重心管理 

上下方向の 
重心管理 

（ヘリコプターの自由着艦要求考慮） 



（吸排気管導設要領） 

艦船設計（３/３） 

天井スペース確保 

吸気路 排気路 



ひゅうが いせ 
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